様式－１①
平成　　年　　月　　日

国土技術研究センター（第19回）研究開発助成申請書

一般財団法人国土技術研究センター
理事長　谷口　博昭　殿


申請者　〒○○○-○○○○
住所　○○○○○○○○○○○○


所属　大学○○学部○○学科
ふりがな　
氏名　				印

　貴財団の平成29年度（第19回）研究開発助成金を受けて、下記の研究を実施したいので申請いたします。

記

１．助成研究名　：			に関する研究
２．助成金要望額　：			円

３．助成金受入れ方法（いづれかに○または記入をお願いします）
１.奨学寄附金
２.その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．類似テーマによる他の助成取得及び申請状況
・　有　　無　（いづれかに○を記入ください）
「有」の場合、以下に記入をお願いいたします。
・取得済みの場合：	助成名　　　　　　　　　　　　　　　
（年次　　　年度、助成金額　　　　　円）
・応募中の場合：	助成名　　　　　　　　　　　　　　　（助成金額　　　　　円）

４



様式－１②

助成研究者経歴
	　ふりがな
氏　　名
	ざいだん　たろう
財団　 太郎 　　　　　　印
	生年月日
	大　正
昭　和　　○○年　○月　○日
平　成

	連絡先
	（〒　000　－　0000　　）

（住所）○○○○○○○○○○○○
	Eメール：……………＠……

TEL：00-000-0000

FAX：00-000-0000

	勤務先
（所属）
	
学部・学科までご記入ください。
	職名　　教授

	最終学歴
	
学部・学科までご記入ください。


	学位等
	
博士（○○）　技術士（○○）


	研究歴
	枠内に収まるようにご記入ください。

	主な関連著書・論文・研究発表等
	枠内に収まるようにご記入ください。





様式－１③

共同研究者経歴
	　ふりがな
氏　　名
	　
               　　　　　 印
	生年月日
	大　正
昭　和　　○○年　○月　○日
平　成

	連絡先
	（〒　　　－　　　　　）

（住所）○○○○○○○○○○○○



	Eメール：

TEL：

FAX：

	勤務先
（所属）
	
学部・学科までご記入ください。

	職名

	最終学歴
	
学部・学科までご記入ください。


	学位等
	



	研究歴
	枠内に収まるようにご記入ください。

	主な関連著書・論文・研究発表等
	枠内に収まるようにご記入ください。



※共同研究者が2名以上の場合は適宜追加してください。
様式－１④
研　究　計　画　書　（その１）
 (
応用研究課題か重点研究課題かを□で選択し、該当の番号をご記入下さい。
（本要綱のｐ
5
参照）
)

	助成研究名
	

	助成研究者名
	申請者　　　　　　　　　，共同研究者　　　　　，

	研究課題番号
	□ 応用研究課題　番号（　　）
	□ 重点研究課題　番号（　　）

	研究の目的・意義
	





	研究の概要
（300字程度）
	研究の内容をわかりやすく、かつ簡潔にご記入ください。

	具体的手法
	研究の具体的手法を箇条書きでわかりやすく、かつ簡潔にご記入ください。

	主な研究手段
（３つまで選択可）
	□実験
	□数値
　解析
	□事例調査
　・分析
	□ｱﾝｹｰﾄ
　調査
	□シミュレーション
	□システム・
ソフトウェア開発

	研究内容の新規性

	（既往の研究の概観）
	研究を進めるにあたって、従来・類似研究と比較した本研究の新規性や、従来研究に対する優位性など、わかりやすくご記入ください。






（今回の研究の新規性）


	研究の効果、活用
	該当する分野の技術の発展にどのように寄与するかをわかりやすくご記入ください。




様式－１⑤
研　究　計　画　書　（その２）
	研究内容と手順
（フロー）
	研究のフローチャート

・研究の内容、方法など適宜理解を助ける図、表、写真等を用いながら
わかりやすく、かつ簡潔にご記入ください。

・行数、ページ数は指定しません。必要により、欄が次ページにまたがっても結構です。

・研究が数年にまたがる場合は、全体の研究手順をわかりやすいフローチャートを用いてご説明ください。また、その内今年度の範囲をわかりやすく示してください。

 (
※ケーススタディによる研究が中心的内容の場合には、地区選定の妥当性（周辺環境が整っている）など、
研究の実行性が担保されていることを明記
してください。
) (
○○システムによる
○○解析モデルの構築
) (
平成
31
年度
) (
平成
30
年
度
) (
とりまとめ・報告書作成
) (
○○システムの開発
) (
○○の事例調査・分析
)（フローチャート記入例）

	全体の研究期間
	　　　　着手　　　年　　月　～　終了　　　年　　月

	昨年度助成の有無（どちらかに○）
	・昨年度助成の続き　　　　　・新規

	研究の今後の展開
	平成31年度以降にも継続する場合、課題、研究の方針についてわかりやすくご記入ください。




様式－１⑥
研究費用予定内訳書（平成30年度分）
（注）別表2（P6）を参照の上、実態に即して作成してください。
	
	金額（円）
	内　　　　訳

	人件費
	
	
研究者本人、共同研究者、長期雇用に係るものは除きます。

	資料費
	
	

	調査費
	
	

	旅費交通費
	
	海外渡航費用は除く。

	消耗品費
	
	研究終了後も残るハードウェア、ソフトウェア等で１点が
10万円以上の物品は除きます。
10万円以上の物品を購入する予定がある場合は、その物品名及び研究実施上の必要性について明記のこと。

	通信費
	
	

	印刷製本費
	
	

	謝　金
	
	謝金の総額は３０万円以内。

	借料・損料
	
	

	論文投稿料
	
	投稿する学会名
[                                      ]
  [                                      ]

	管理費用
	
	助成金の管理を大学の事務局等に委託する場合のみ計上。
最新の規定等をご確認の上、計上ください。

	合計
	
	２ヵ年の研究の場合でも、申請は単年度ごとになるので、
単年度の申請金額をご記入ください。


※当該研究開発に直接必要な経費に限ります。
※①１点が10万円を超える消耗品の購入、②各項目間で２割以上の予算の流用が発生する場合（ただし、流用の額が研究費の１割を超えない場合を除く）は、あらかじめJICEとの協議または申請が必要となります。
※支出は当該研究年度の3月31日までとします。
